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内部統制システム構築の基本方針の一部改定に関するお知らせ 

 

 

当社は、本日の取締役会において、本年５月１日より改正施行された会社法ならびに会社法施行

規則の改正内容を反映して、内部統制システム構築の基本方針（当初制定 2006年 5月 27日）に

ついて一部改定することを決議いたしましたのでお知らせいたします。なお、改定後の基本方針は

下記の通りであります。 

 

『内部統制システム構築の基本方針の一部改定』（※下線部は変更または法省令改正による追加部分） 
 

①取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 
当社グループの役員並びに使用人は、「リンガーハットグループ行動基準」に掲げる五つの実践

訓および「リンガーハットフィロソフィー」によって形成される倫理観並びに行動基準を指針とし、
また、反社会的勢力等への対応体制を構築していくとともに、弁護士や地域警察等と連携して毅然
とした姿勢で組織的に対応することで、企業の社会的責任（ＣＳＲ）を果たし、その基礎となる法
令・定款を遵守するコンプライアンス体制を推進する。 

 
②取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 
当社の取締役は、取締役会規則並びにリンガーハットグループ役員内規の定めに従って職務を遂

行し、その職務執行に係る電磁的記録を含む議事録・資料書類などについては、厳重な管理のもと、
適切に保存する体制を推進する。 



③損失の危険の管理に関する規程その他の体制 
当社は、当社グループ全体のリスク管理について既存の危機管理マニュアルを十分に運用しつつ、

また想定されるあらゆるリスク評価と見直しをＣＳＲ部門を中心に行っていく体制を推進する。ま
た、不測事態発生を想定したマニュアルや通報システムの整備を図ることで、グループ全体のリス
クを網羅的・統括的に管理する。 

 
④取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 
当社では、常勤の取締役で構成する常勤役員会の設置と、職務権限規程に定める業務分掌により、

各取締役が常に適正かつ効率的に職務執行ができる体制を推進する。 
 

⑤使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 
使用人のコンプライアンス体制を確保するため、倫理委員会を設置しリンガーハット・ヘルプラ

インを運営しながら、法令・定款違反を未然に防止する体制を推進する。 
 
⑥当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制 
ｲ)子会社の取締役や社員の職務執行に係る事項の親会社への報告に関する体制 
当社グループは、当社及び子会社が定める重要な稟議事項や事故報告については、当社におい

て毎週行われる常勤役員会において必要に応じて報告を求める。 
ﾛ)子会社の損失の危機管理に関する規程その他の体制 
当社グループは、当社グループ全体のリスク管理について既存の危機管理マニュアルを十分に

運用しつつ、また想定されるあらゆるリスク評価と見直しをＣＳＲ部門を中心に行っていく体制
を推進する。また、不測事態発生を想定したマニュアルや通報システムの整備を図ることで、グ
ループ全体のリスクを網羅的・統括的に管理する。 
ﾊ)子会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 
当社グループは、子会社の経営の自主性および独立性を尊重しつつ子会社の業務内容の定期的

な報告を受け重要案件についてはその業務内容について事前協議を行い、子会社の取締役会にて
協議すること等により、子会社の取締役等の執行の効率を確保する。 
ﾆ)子会社の取締役等及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための
体制 
当社グループの役員並びに従業員は、「リンガーハットグループ行動基準」に掲げる五つの実

践訓および「リンガーハットフィロソフィー」によって形成される倫理観並びに行動基準を指針
とし、企業の社会的責任（ＣＳＲ）を果たし、その基礎となる法令・定款を遵守するコンプライ
アンス体制を推進する。  



⑦監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事
項及びその使用人の取締役からの独立性に関する事項 
社長直轄の内部監査室が監査役の職務の補助を行う。また内部監査室の人事異動及び人事考課に

ついては、監査役の同意を得たうえで決定する。 
 

⑧前号の監査役の使用人に対する指示の実行性の確保に関する事項 
当社において、監査役の使用人に対する指揮命令系統は取締役から独立したものであり、その内

容および使用人の役割は監査役会規則の中で整備構築していく。 
 
⑨当社および子会社の取締役ならびに使用人が当社監査役に報告するための体制、その他の監査役
への報告に関する体制 
当社および子会社の取締役ならびに使用人は、会社に著しい損害を及ぼした事実または及ぼすお

それのある事実、「リンガーハットグループ行動基準」に著しく反する事実を発見した場合は、「リ
ンガーハットヘルプライン」にて直ちに監査役に報告する。 

 
⑩前号の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保す
るための体制 
当社は、監査役への報告を行った当社グループの役員及び使用人に対し、当該報告をしたことを

理由ととして不利な取扱いを行うことを禁止し、その旨を当社グループの役員および使用人に周知
徹底する。 

 
⑪当社の監査役の職務の執行について生ずる費用等の処理に係る方針に関する事項 
監査役がその職務の執行について、当社に対し費用の前払いまたは償還等の請求をしたときは、

監査役の職務の遂行に必要でないと認められた場合を除き、速やかに当該費用または債務を処理す
る。 

 
⑫その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制 
監査役の独立性要件を確保するため、監査役会規則の整備を推進する。また監査役は経営合宿な

どの重要な会議に出席することができる。さらに総務人事部門、ＣＳＲ部門は必要に応じて監査役
の職務を補助することができ、内部監査担当及び会計監査人は、監査役との連携を図り、適切な意
思疎通と監査に必要な情報の共有及び実効的な監査業務の遂行を支援する。 

 

以上 


